
【新分野海外展開支援事業】
株式会社パシフィック・ホスピタリティー・グループ（ベトナムでのスパ事業展開）
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海外展開のきっかけ
国内事業展開以上の事業拡大が見込める海外へ
の展開を模索している中、政治的、経済的障壁
少なく事業リスクが少ない国を選択する必要が
でた中、ベトナムでの仕事依頼がきっかけと
なった。

事業概要（今回の事業内容）
弊社の強みであるスパセラピストの教育サービ
スを軸に、急成長しているスパ産業のスパセラ
ピスト、マネージャーなどの管理部門人材育成
スクール、スパ店舗及び沖縄の自社化粧品のベ
トナム国内での開発、販路拡大。
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海外展開の成果（調査、プロモーションの内容等）
約2年間の中国、台湾、ベトナムを中心として市
場調査、ＦＳができた。結果、ベトナムより事
業受注、現地法人設立への足掛かりをつけた。
（ベトナム人採用は2017年4月。現地法人設立は
2018年2月予定。事務所はホーチミン市内）
中国大連では弊社の姉妹校提携契約の締結がで
きた。
台湾では2018年3月台北市内にスクールを開校予
定。
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海外展開を検討している県内企業へのメッセージ
島国沖縄、日本という意識を変えて過去の琉球王朝時代のように多くの国と交易を積極的に行う
ことで沖縄も繁栄するという気持ちを持って日本以外の国と積極的にビジネスを一緒に進めま
しょう！
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海外展開の魅力
国内市場の市場減少のカバー。国内事業展開以上の事業拡大が可能である。

感想（良かった点、苦労した点など）
これまで海外展開を目指してきたが、自社の拠点を置くまでにはならなかった。海外展開する際の
課題である多くの競合他社の存在、尖閣問題なのどの政治的リスク、使用言語、雇用採用環境、宗
教的価値観などについて、ベトナムにおいてはその多くをクリアーできた。また、調査の結果、市
場も成長していくことや弊社の経験ノウハウを利活用できていることがわかった。

今後の計画
2018年2月設立予定の現地法人を拠点として、ベ
トナム国内での商取引をスムーズに行えるよう
にする。（現在はベトナム企業と日本企業の海
外取引）2018年2月仮称）ＰＨＧベトナム設立。
ダナン市内に日本スパカレッジダナン校開設。
ホーチミン市内にスクール、スパ、沖縄含む日
本商品のフラッグシップ店舗開発。


